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   We newly developed a catheter for expressed prostatic secretions (EPS) collection and examined 
whether or not EPS can be collected with this catheter without contamination of urethral bacteria. 
The clinical value of the prostate catheter method was examined in comparison with Meares & 
Stamey's method. Both prostate catheter and Meares & Stamey's method were performed by cross 
-over method in 11 patients who were highly suspected of chronic prostatitis based on symptoms 
and physical findings. Three of the 4 cases of bacterial prostatitis on Meares & Stamey's method 
were diagnosed as bacterial prostatitis by the prostate catheter method, but the remaining one 
was diagnosed as prostatodynia. One of the 3 cases of non-bacterial prostatitis on Meares & 
Stamey's method was diagnosed as non-bacterial prostatitis, but the other two cases were diagnosed 
as urethritis. Four cases of prostatodinia on Meares & Stamey's method were given the same 
diagnosis by the prostate catheter method. In conclusion, eight of 11 cases received the same diag-
nosis by the two different method. The remaining three cases ware given different diagnosis, but 
the prostate catheter mathod gave a more accurate diagnosis. 
   We concluded that the prostate catheter method is useful in the differential diagnosis of 
bacterial prostatis and non-bacterial prostatitis.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1275-1279, 1991)
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汎 用 され て お り,UTI薬 効判 定 基 準3)にお い て 基 準
的 診 断 法 と され て い るMeares&Stamey法(M&S
法)と 比較 す るた め に,M&S法 と前立 腺 カ テ ー テル
法 をcross-over法に て検 討 した.両 検 査 法 の間 隔 は
最長1週 間 とし,両 検査 法 が 終 了 す る ま で の問 抗 菌 剤
は投 与せ ず,消 炎 鎮 痛剤 のみ を投 与 した.M&S法 施
行時 に は まず 尿 道分 泌物(smearお よびswab)を 採
取 し,つ い でVBI,VB2,EPS,VB3を 採 取 した.
前立 腺 カ テ ーテ ル法 は先 に 報 告 した 方法2)にて 施 行 し
た.な お,カ テ ーテ ル 挿入 前 に 尿 道分 泌 物(smear
お よびswab)を 採 取 し,VBI採 取 後,仙 骨 部硬 膜
外 ブ ロ ッ ク施 行 下 清 潔 操作 に て14Fの 試 作 前立 腺 カ
テ ーテ ル を挿 入 しEPSを 採 取 し,カ テ ー テル 抜 去 後
VB3を 採 取 した.両 診 断法 に て 採 取 され た 各検 体 に
つ い て 白血 球 数 を検 討 し,一 般細 菌 培 養 を 施 行 した.
尿道 分 泌物 とEPSに つ い て はtransport培地 に採
取 した の ち,細 胞 培 養 法 を 用 い てChlamydiatra-
chomatis(以下CT)を,そ してT-brothを用 いて
Ureaplasmaurealyticum(以下UU)を 培 養 し検 討
した.な お,診 断 はDrachの 分 類3)に従 って 行 った.
結 果
両診 断法 をcrossoverして 施 行 し得た 症 例 は11例
で あ り,前 立 腺 カテ ー テ ル法 の み を 施行 した 症 例 は3
例 で あ った.両 診 断法 を施 行 した11例に つ い て詳 細 な
診 断過 程 を検 討 した(Tablel).
症 例1:M&S法 で は,E・faecalis,S・haemoly-
ticusによる細 菌 性 前立 腺 炎 とい う診 断 が下 され る が,
前 立 腺 カテ ー テ ル法 で はEPS中 の 白血 球,細 菌 と も
に 陰性 のた め 細 菌 性前 立 腺 炎 とは 考 え に くか った.ま
た,前 立 腺 カ テ ーテ ル 法 では,少 な くと もUUに よ
る汚染 を受 け る こ とな く,EPSが 採 取 可 能 で あ った.
症例2EPSの 白血 球 か ら判 断す る と,前立 腺 炎 と
判 断 され るが,M&S法,前 立 腺 カ テ ー テル 法 いず れ
で も菌 は 分 離 されず,非 細菌 性 前 立 腺 炎 と診 断 した.
本 症例 で も,前 立 腺 カ テ ー テ ル法 は,UUに 関 し て
汚 染 防 止 に 有用 で あ った.
症 例3:M&S法 の細 菌学 的 検 討 か ら判 断す る と,
S.epiderimidis,S.saprophyticusが105CFU/ml
検 出 され て はい るが,EPS中 の 白血 球数 が 少 な く,
prostatodyniaと考 え られ た.し か し,前 立 腺 カテ ー
テ ル 法 で の菌 数 はlo2CFU/m1とM&s法 に 比 して
少 な か った.両 法 で 同一 診 断 で あ る が,前 立 腺 カテ ー
テ ル法 の方 が 診 断 は よ り容 易 で あ った.
症 例4:M&S法 か ら判断 す る と,非 細 菌 性(ク ラ








VBl中の白血球がより多 く尿道炎 と診断 された.
EPSと尿道swabより分離されたCTが 分離 され
ているが,尿 道に存在するCTに よる汚染で ある と






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































本論文の一部は前立腺 炎シ ソポシ ウム(1989年東京)に て
口演 発 表 し た,ま た,本 研究 が 文部省科学 研究(C)Nn
Oユ570885によってな され たことを付 記する.
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